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組
合
費
は
、
当
月
納
入
で
遅

れ
た
支
部
は
あ
り
ま
し
た
が
、

５
月
末
に
は
全
支
部
で
納
入
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
均
納

入
組
合
員
数
は
減
少
し
ま
し

た
。

　

会
計
監
査
報
告
で
は
、
旅
費

精
算
書
で
複
数
名
受
領
す
る
場

合
は
、
各
個
人
の
自
筆
が
原
則

で
あ
る
こ
と
が
口
頭
で
指
摘
さ

れ
ま
し
た
。

　

財
政
報
告
は
、
満
場
の
拍
手

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
大
幅
増
員

南
光
支
部

　

大
幅
増
員
は
、
運
動
を
続
け

て
こ
そ
、
職
場
で
実
感
で
き
る

増
員
に
な
る
。
出
産
、
育
休
、

産
休
な
ど
も
あ
り
、
配
置
定
数

で
は
な
く
、
実
際
に
働
く
人
の

数
が
問
題
だ
。

釜
石
支
部

　

他
の
病
院
か
ら
、
県
立
病
院

が
大
幅
増
員
す
る
と
、
看
護
師

が
取
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

の
心
配
が
あ
る
と
言
わ
れ
た
。

も
っ
と
大
き
な
、
岩
手
全
体
で

の
看
護
師
確
保
の
運
動
も
必
要

だ
。

釜
石
支
部

　

と
に
か
く
看
護
師
が
足
り
な

い
。
日
勤
に
出
勤
す
る
と
き
、

今
日
も
超
勤
か
と
思
う
と
、
気

分
が
落
ち
込
む
。
医
療
局
全
体

で
病
休
70
人
は
異
常
だ
。

千
厩
支
部

　

外
来
会
議
で
赤
字
だ
と
話
さ

れ
た
。
二
次
輪
番
日
が
多
く
な

り
、
旧
千
厩
町
外
の
看
護
師
ま

で
待
機
に
入
っ
て
い
る
。
実
際

に
来
る
の
は
大
変
で
、
増
員
が

必
要
だ
。

中
央
支
部

　

医
大
が
移
転
す
る
と
、
中
央

病
院
へ
の
患
者
集
中
も
心
配
さ

れ
る
。
Ｃ
Ｔ
機
械
を
増
や
す
話

は
あ
る
が
、
そ
れ
を
操
作
す
る

技
師
の
増
員
も
必
要
だ
。

宮
古
支
部

　

循
環
器
の
医
師
が
増
え
た

が
、
看
護
師
が
増
え
ず
、
休
憩

も
き
ち
ん
と
取
れ
な
い
状
況

だ
。
委
員
会
、
研
修
も
多
く
、

試
験
も
あ
り
、
合
格
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

中
央
支
部

　

再
任
用
２
年
目
だ
。
産
休
、

メ
ン
タ
ル
等
の
職
員
が
多
く
、

看
護
師
が
足
り
な
い
。
な
ん
と

か
綱
渡
り
の
よ
う
に
働
い
て
い

る
。
増
員
が
必
要
だ
。

～ 県医労第70回定期大会 ～

第
１
号
議
案

２
０
１
３
年
度
財
政
報
告

並
び
に
会
計
監
査
報
告

増員実現する運動を！
　

県
医
労
第
70
回
定
期
大
会
は
、
６
月
20
、
21
日
の
２
日

間
、
花
巻
市
「
ホ
テ
ル
志
戸
平
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

19
支
部
１
０
６
人
の
代
議
員
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
が
出
席
。

働
き
や
す
い
職
場
実
現
に
向
け
て
、
増
員
、
権
利
取
得
、

組
織
拡
大
な
ど
が
報
告
さ
れ
、
運
動
方
針
や
役
員
体
制
な

ど
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
度
運
動
方
針

第
２
号
議
案

2014年度運動方針を提案する○○新書記長

運動方針（第2号議案）を満場一致で採択
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一
戸
支
部

　

医
師
不
足
で
精
神
二
次
輪
番

の
対
応
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

■
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど

久
慈
支
部

　

働
き
に
く
い
職
場
に
な
っ
て

い
る
。「
あ
な
た
が
一
番
年
次

を
取
っ
て
い
る
」
な
ど
と
言
う

師
長
が
い
る
。
パ
ワ
ハ
ラ
も
横

行
し
て
い
る
。
当
局
の
管
理
者

研
修
で
、
し
っ
か
り
指
導
す
べ

き
だ
。

中
部
支
部

　

パ
ワ
ハ
ラ
対
策
を
支
部
で
協

議
し
、
実
態
を
書
き
留
め
る
こ

と
な
ど
し
、
事
務
局
長
へ
の
申

し
入
れ
も
し
た
。
こ
う
し
た
取

り
組
み
で
対
応
が
変
わ
っ
た
。

胆
沢
支
部

　

親
の
危
篤
の
連
絡
を
受
け
、

年
次
で
帰
っ
た
ら
、
職
場
放
棄

だ
と
叱
責
さ
れ
た
。さ
ら
に「
看

護
師
は
親
の
死
に
目
に
会
え
な

い
も
の
だ
」と
も
言
っ
て
い
る
。

ひ
ど
い
パ
ワ
ハ
ラ
だ
。

二
戸
支
部

　

パ
ワ
ハ
ラ
問
題
は
、
衛
生
委

員
会
で
取
り
上
げ
、
さ
ら
に
勤

務
表
で
の
調
整
で
対
応
し
て
い

る
。
完
全
な
解
決
に
は
な
っ
て

い
な
い
が
、
医
師
を
含
め
た
働

き
か
け
な
ど
も
必
要
だ
。

遠
野
支
部

　

パ
ワ
ハ
ラ
問
題
は
、
病
院
長

が
替
わ
っ
た
こ
と
も
き
っ
か
け

で
改
善
さ
れ
、
働
き
や
す
い
職

場
環
境
に
な
っ
て
き
た
。
別
の

パ
ワ
ハ
ラ
も
あ
り
、
支
部
で
対

応
し
て
い
る
。

■
超
過
勤
務
、年
次
な
ど

胆
沢
支
部

　

昨
年
、
私
は
年
次
が
０
日

だ
っ
た
。
同
じ
部
署
で
多
い
人

で
３
日
く
ら
い
。
希
望
し
て
も

非
番
に
さ
れ
る
。
時
間
外
の
研

修
が
多
く
、
感
染
委
員
会
以
外

は
超
勤
を
書
く
な
と
言
わ
れ

る
。「
超
勤
書
く
な
」
の
パ
ワ

ハ
ラ
だ
。

久
慈
支
部

　

自
主
研
修
だ
と
言
い
な
が
ら

補
助
者
に
ま
で
出
席
さ
せ
て
い

る
。出
席
の
チ
ェ
ッ
ク
も
さ
れ
、

年
３
回
以
上
の
出
席
を
求
め
ら

れ
て
い
る
。

磐
井
支
部

　

夜
勤
専
従
看
護
師
、
補
助

者
夜
勤
の
導
入
が
始
ま
っ
た
。

衛
生
委
員
会
で
、
月
20
時
間

を
超
え
た
看
護
師
が
い
な
い

と
報
告
さ
れ
た
が
、
書
け
な

い
の
で
は
な
い
か
と
追
及
し
、

書
い
て
い
い
と
の
回
答
を
引

き
出
し
た
。
年
次
希
望
が
夏

季
休
暇
に
さ
れ
る
。

中
央
支
部

　

年
次
希
望
が
夏
季
休
暇
に
さ

れ
た
。
師
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
あ
り
「
７
、８
月
は
混
み

合
う
の
で
、
ご
利
用
は
計
画
的

に
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。

江
刺
支
部

　

あ
と
１
時
間
で
月
20
時
間
を

超
え
る
か
ら
、
も
う
書
か
な
い

で
と
い
う
攻
撃
が
あ
る
。

■
夜
勤
問
題

中
央
支
部

　

ニ
ッ
パ
チ
闘
争
か
ら
年
月
が

経
過
し
た
。若
い
組
合
員
に
も
、

ニ
ッ
パ
チ
の
歴
史
を
知
ら
せ
、

い
っ
し
ょ
に
運
動
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
。

■
組
織
拡
大

中
央
支
部

　

奨
学
金
を
借
り
、
借
金
を

背
負
っ
て
新
採
用
に
な
っ
て

い
る
青
年
が
増
え
て
い
る
。

２
０
０
万
と
か
３
０
０
万
円

の
返
済
だ
。
こ
れ
が
組
合
加
入

の
障
害
に
も
な
っ
て
い
る
。
軽

減
措
置
な
ど
も
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

本部役員選挙の投票

青年部について発言する○○代議員（一戸支部）

支部機関紙表彰（胆沢支部）
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県
医
労
友
の
会

　

会
員
が
６
４
０

人
に
な
っ
た
。
昨

年
は
、
増
員
署
名

な
ど
で
、
い
っ

し
ょ
に
運
動
が
で

き
た
。
医
療
改
悪

で
困
る
の
は
老
人

だ
。
徴
兵
制
を

許
さ
な
い
闘
い
な

ど
、
い
っ
し
ょ
に

進
め
て
い
き
た

い
。

＝
総
括
答
弁
＝

　

17
支
部
の
べ
40

人
の
発
言
が
あ
っ

た
。
職
場
の
大
き

な
問
題
は
人
手
不

足
で
あ
り
、
そ
れ

が
討
論
で
明
ら
か

に
な
っ
た
。
看
護
師
確
保
対
策

委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
よ
う
だ

が
、
悪
い
と
こ
ろ
を
隠
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
組
合
と
し

て
、
働
き
や
す
い
職
場
、
学
生

に
歓
迎
さ
れ
る
職
場
実
現
の
た

め
交
渉
し
、
運
動
を
強
め
て
い

く
。
運
動
を
す
る
た
め
に
は
、

支
部
体
制
の
確
立
が
な
に
よ
り

大
切
だ
。団
結
を
強
め
、頑
張
っ

て
い
こ
う
。

一
戸
支
部

　

９
人
中
７
人
が
組
合
加
入
し

た
。
医
労
連
共
済
も
魅
力
の
１

つ
だ
が
、
自
動
車
共
済
で
は
、

他
に
安
い
も
の
も
あ
る
。

江
刺
支
部

　

５
人
中
４
人
が
加
入
し
た
。

最
初
に
歓
迎
会
を
し
、
そ
の
後

に
組
合
説
明
会
を
し
て
加
入
に

な
っ
た
。

二
戸
支
部

　

17
人
中
14
人
が
加
入
し
、
支

部
の
組
合
員
は
２
０
２
人
と
な

り
２
０
０
人
を
初
め
て
突
破
し

た
。
一
戸
病
院
の
調
理
部
門
の

全
面
委
託
で
、
二
戸
の
調
理
師

の
人
事
異
動
も
心
配
さ
れ
る
。

看
護
師
不
足
で
、
学
生
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
る
が
、
問
題
も

あ
る
。

■
そ
の
他

山
田
支
部

　

大
槌
病
院
は
３
階
建
て
で
、

公
舎
も
整
備
さ
れ
る
。し
か
し
、

山
田
病
院
は
公
舎
建
設
の
予
定

が
な
い
。看
護
師
が
増
え
れ
ば
、

当
然
に
必
要
に
な
る
。

大
船
渡
支
部

　

４
月
か
ら
給
食
業
務
の
一
部

が
委
託
の
予
定
だ
っ
た
が
、
中

止
に
な
っ
た
。
人
員
は
委
託
を

前
提
に
配
置
さ
れ
て
い
た
が
、

人
が
増
や
さ
れ
て
い
な
い
。
早

番
で
出
勤
し
、
遅
番
ま
で
仕
事

を
す
る
、
い
わ
ゆ
る
通
し
勤
務

も
あ
る
。若
い
職
員
で
も
気
力
、

体
力
で
つ
ら
い
勤
務
だ
。

久
慈
支
部

　

医
療
ク
ラ
ー
ク
は
、
診
療
報

酬
上
、
仕
事
が
限
定
さ
れ
、
医

師
の
指
示
で
動
く
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
職
種
の

連
携
は
必
要
だ
が
、
配
慮
が
必

要
だ
。

宮
古
支
部

　

支
部
旅
行
に
15
人
で
参
加
し

た
。
今
後
も
企
画
し
て
い
き
た

い
。

本
庁
支
部

　

エ
ア
コ
ン
な
し
、
ロ
ッ
カ
ー

な
し
で
、
病
院
に
比
べ
劣
悪
な

労
働
条
件
だ
。
12
人
の
組
合
員

で
、
定
期
大
会
、
送
別
会
を
開

催
。
衛
生
委
員
会
に
出
席
し
て

い
る
。病
休
者
が
い
て
心
配
だ
。

青
年
部

　

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ボ
交
流
会
に

76
人
が
参
加
し
、
大
成
功
だ
っ

た
。
今
年
の
青
年
部
定
期
大

会
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
各

支
部
で
の
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。

女
性
部

　

県
母
親
大
会
が
す
ぐ
あ
る
。

ぜ
ひ
沢
山
の
方
に
参
加
し
て
欲

し
い
。
女
性
部
で
バ
ス
ツ
ア
ー

も
企
画
し
て
い
る
。

大会宣言を読み上げる
○○代議員（一戸支部）

団結ガンバローで意思統一

特別決議を読み上げる
○○代議員（中央支部）
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役員名 定数 立候補者氏名 所属
中 央 執 行 委 員 長 1 ○　○　○○○ 専　従

副 中 央 執 行 委 員 長 2
○　○　○　○ 専　従
○　○　　　○ 久　慈

書 記 長 1 ○　○　○　○ 専　従
書 記 次 長 1 ○　○　○　○ 専　従

中 央 執 行 委 員 11

○○○　○　○ 専　従
○　○　○　○ 中　央
○　○　○　○ 釜　石
○○○　○　○ 一　戸
○　○　○　○ 高　田
○　○　○　○ 中　央
○　○　○　○ 二　戸
○　○　　　○ 大船渡
○　○　○　○ 千　厩
○　○　○　○ 中　部
○　○　　　○ 南　光

会 計 監 査 委 員 3
○　○　○○○ 遠　野
○　○　○　○ 本　庁
○○○　○　○ 中　央

■
再
任
用
で
短
時
間
勤
務
の
職

員
の
組
合
費
に
つ
い
て

　

投
票
総
数
87
票
中
賛
成
86

票
・
反
対
１
票
・
無
効
票
０
票

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

■
臨
時
／
パ
ー
ト
等
職
員
の
本

部
費
免
除
に
つ
い
て

　

投
票
総
数
87
票
中
賛
成
87

票
・
反
対
０
票
・
無
効
票
０
票

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

14
支
部
37
名
の
被
表
彰
者
を

拍
手
で
承
認
し
ま
し
た
。
記
念

品
と
し
て
秀
衡
塗
り
の
ワ
イ
ン

グ
ラ
ス
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

な
お
、
20
年
以
上
で
退
職
さ

れ
る
組
合
員
に
も
、
退
職
時
に

同
様
の
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
度
の
本
部
役
員
、
統
制

委
員
、
犠
牲
者
救
済
委
員
は
、

表
の
と
お
り
で
す
。

　

○
○
○
○
氏
、
○
○
○
○
○

○
氏
を
満
場
の
拍
手
で
特
別
中

央
執
行
委
員
と
し
て
確
認
し
ま

し
た
。

２
０
１
４
年
度
役
員
及
び

各
種
委
員
の
選
出

第
６
号
議
案

２
０
１
４
年
度
特
別
執
行

委
員
の
決
定

第
７
号
議
案

２
０
１
４
年
度
財
政
方
針

第
５
号
議
案

永
年
組
合
員
の
表
彰

第
４
号
議
案

第
３
号
議
案

県
医
労
規
約
・
規
程
の
一
部

改
正

記念品のあやめワイングラス

■
中
央
執
行
委
員

　

○
○
○
○
（
大
船
渡
支
部
）

　

○
○
○
○
（
宮
古
支
部
）

■
会
計
監
査
委
員

　

○
○
○
○
（
本
庁
支
部
）

退
任
役
員
の
紹
介

選出区分 氏　　名 所属支部
北部地区 ○　○　○　○ 二　戸
中部地区 ○○○　○　○ 胆　沢
三陸地区 ○　○　　　○ 釜　石
南部地区 ◎○　○　○　○　 磐　井
執　行　部 ○○○　○　○ 専　従

2014年度統制委員
選出区分 氏　　名 所属支部
北部地区 ○○○　○　○ 久　慈
中部地区 ○　○　○　○ 遠　野
三陸地区 ○　○　○　○ 宮　古
南部地区 ◎○　○　○　○　 南　光
執　行　部 ○　○　○　○ 中　部
執　行　部 ○　○　○　○ 高　田

2014年度犠牲者救済委員

※「◎」は委員長

2014年度本部役員
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今
月
上
旬
に
も
勧
告
さ
れ
る

見
通
し
の
人
事
院
勧
告
は
、
①

全
体
の
公
務
員
賃
金
の
引
き
下

げ（
全
体
で
２
〜
３
％
）、
②
地

域
手
当
の
見
直
し
に
よ
る
地
方

勤
務
の
公
務
員
の
賃
下
げ
、
③

高
齢
層（
50
代
後
半
）
の
賃
下

げ
、
④
現
業
職
員
の
賃
下
げ
な

ど
を
内
容
と
す
る
地
域
経
済
を

も
破
壊
す
る
「
給
与
制
度
の
総

合
的
見
直
し
」
が
目
論
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
人
事
院
勧
告
前

の
行
動
を
重
視
し
て
、
７
月
１

日
に
日
本
医
労
連
東
北
地
方
協

が
、東
北
公
務
労
組
連
絡
会（
国

公
や
自
治
労
連
、県
医
労
含
む
）

が
７
月
10
日
に
人
事
院
東
北
事

務
局（
仙
台
）に
向
け
て
、
集
会

や
デ
モ
、
要
請
行
動
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

医
労
連
の
行
動

　

７
月
１
日
は
、
東
北
各
県
医

労
連
と
全
医
労
、
県
医
労
か
ら

代
表
９
名
が
参
加
し
、
人
事
院

東
北
事
務
局
・
村
上
総
務
課
長

へ
要
請
・
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

県
医
労
か
ら
は
「
被
災
し
た
病

院
で
働
く
看
護
師
が
『
家
も
流

さ
れ
、
更
に
賃
下
げ
で
自
宅
再

建
も
ま
ま
な
ら
な
い
』
と
怒
り

の
声
を
寄
せ
て
い
る
。
人
材
確

保
の
た
め
に
も
賃
下
げ
で
は
な

く
賃
上
げ
を
」と
訴
え
ま
し
た
。

公
務
労
組
連
絡
会
の
行
動

　

７
月
10
日
は
、
台
風
８
号
が

心
配
さ
れ
る
雨
の
中
、
東
北
各

県
か
ら
約
一
〇
〇
名
が
参
加
。

12
時
か
ら
錦
町
公
園
で
の
集

会
、
デ
モ
行
進
の
後
、
人
事
院

東
北
事
務
局
へ
の
要
請
・
懇
談

を
行
い
ま
し
た
。
要
請
・
懇
談

で
は
、
東
北
各
県
の
代
表
者
20

名
に
対
し
村
上
総
務
課
長
が
出

席
。
岩
手
か
ら
は
、
被
災
地
で

困
難
を
抱
え
な
が
ら
奮
闘
す
る

公
務
労
働
者
の
姿
な
ど
を
訴
え

ま
し
た
。　

　

い
ず
れ
も
、
担
当
者
は
「
生

の
声
を
し
っ
か
り
と
本
院
に
伝

え
る
。
み
な
さ
ん
の
思
い
は
受

け
と
め
た
」
と
応
え
ま
し
た
。

「
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
」は
中
止
せ
よ
！

人
事
院
勧
告
前
行
動
in
仙
台

閣議決定を許すな！！　　
7・1盛岡緊急昼デモ

　集団的自衛権行使容認について、
安倍内閣は、国会会期中には決め
ず、７月１日に閣議決定しました。
　閣議決定前の昼休み時間に、盛
岡では国合同庁舎前から大通り商
店街、裁判所前までを300人以上
の参加者が、「９条を守れ！自民公
明は民意を守れ！」のシュプレヒ
コールを上げながらデモ行進をし
ました。
　商店街では、信号待ちの人が手
を振って応えてくれました。

7月 1日県医労から○○委員長、○○書記長が参加

７
月
10
日
県
医
労
か
ら
○
○
副

委
員
長
が
参
加

盛岡に300人

「
若
者
を
戦
場
へ
送
る
な
！
」
と
力
強
く
こ

ぶ
し
を
突
き
上
げ
、
行
進
す
る
参
加
者
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第
39
回
岩
手
県
医
療
研
究
集

会
に
は
、
１
３
３
名（
県
医
労

か
ら
７
支
部
・
本
部
25
名
）が

参
加
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
愛
媛
大
学
名
誉

教
授
の
山
本
万
喜
雄
さ
ん
。「
い

の
ち
と
く
ら
し
と
生
き
方
と
〜

と
も
に
学
ぶ
よ
ろ
こ
び
」
と
題

し
、
子
ど
も
の
排
泄
か
ら
暮
ら

し
と
健
康
に
つ
い
て
、
病
気
も

人
を
育
て
る
こ
と
、
自
分
の
頭

で
考
え
創
造
力
を
持
つ
こ
と
な

ど
、
一
緒
に
学
び
考
え
る
仲
間

の
大
切
さ
を
、
時
折
ダ
ジ
ャ
レ

を
交
え
な
が
ら
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
後
、
参
加
者
は
看

護
・
介
護
・
精
神
・
保
育
の
４

つ
の
分
科
会
と
基
礎
講
座
に
わ

か
れ
、
看
護
は
新
腰
痛
予
防
対

策
指
針
を
、
介
護
は
介
護
保
険

制
度
を
、
精
神
は
精
神
医
療
を

め
ぐ
る
情
勢
を
、
保
育
は
子
ど

も
・
子
育
て
新
制
度
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
基
礎
講
座
は
１

日
目
に
「
病
院
の
領
収
書
の
中

身
が
わ
か
る
講
座
」、
２
日
目

に
「
終
末
を
ど
こ
で
迎
え
た
い

か
」
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　

精
神
分
科
会
で
は
、
一
戸
支

部
・
○
○
○
○
さ
ん
が
「
当
院

精
神
外
来
で
の
取
り
組
み
」
に

つ
い
て
、
看
護
分
科
会
で
は
、

○
○
○
○
○
中
執
が
「
児
童
養

看護分科会で発表する
本部・○○○さん

精神分科会で発表する一戸支部・○○○○さん（上、左から3人目）

創造力を持ち、ともに学び考えよう
7月12～13日　花巻温泉「ホテル千秋閣」

第39回岩手県医療研究集会

護
施
設
の
思
春
期
女
子
を
対
象

に
し
た
、
助
産
師
に
よ
る
『
女

の
子
教
室
』
継
続
の
試
み
」
と
、

鈴
木
書
記
次
長
が
「
岩
手
県
立

病
院
に
お
け
る
夜
勤
専
従
看
護

師
問
題
」
に
レ
ポ
ー
ト
発
表
を

行
い
ま
し
た
。

一戸支部釜石支部

胆沢支部二戸支部

7月16日開催。執行委員会の
定期開催を確認

7月16日開催。各支部か
ら発言有り。支部旅行の
企画も提案されました。

7月17日開催。今年度も
元気にガンバロー！

7月18日開催。労働環境の悪化に
「がまんも限界」の発言が。

支部定期大会
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声に出し
  輪を広げよう

女性部

　

大
会
に
は
、
来
賓
と
し
て
岩

手
県
母
親
大
会
実
行
委
員
長
の

鈴
木
ま
き
子
さ
ん
が
出
席
し
、

「
岩
手
県
母
親
大
会
in
奥
州
」

成
功
の
お
礼
と
連
帯
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
い

わ
て
労
連
女
性
部
、
岩
手
医
労

連
女
性
部
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
激

励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
10
支
部
か
ら
発

言
が
あ
り
、
人
員
不
足
か
ら
く

る
劣
悪
な
職
場
環
境
、
職
員
に

冷
た
い
当
局
の
姿
勢
が
あ
ら
わ

に
な
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
、

夜
勤
専
従
を
は
じ
め
と
す
る
夜

勤
労
働
に
関
し
て
は
、
職
員
定

数
が
増
え
た
実
感
が
得
ら
れ
な

い
と
い
う
状
況
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
中
で
、
超
勤
を
一
度

も
書
い
た
こ
と
が
な
い
病
棟

で
、
勇
気
を
出
し
て
書
い
た
と

こ
ろ
、「
同
僚
も
書
く
と
言
っ

て
く
れ
た
」
と
、
草
の
根
的
な

活
動
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
ま

し
た
。

【
発
言
よ
り
】

○
夜
勤
専
従
者
が
い
る
の
に
、

９
回
夜
勤
が
多
発
し
て
い

る
。

○
育
児
時
間
、
部
分
休
業
者
で

も
８
回
夜
勤
を
し
て
い
る
。

夜
勤
免
除
の
申
請
を
し
た
時

に「
夜
勤
が
で
き
な
け
れ
ば
、

辞
め
る
し
か
な
い
」
と
ま
で

言
わ
れ
た
。

○
補
助
者
夜
勤
導
入
に
当
た
っ

て
、
一
人
ひ
と
り
意
思
確
認

さ
れ
た
。
や
む
な
く
夜
勤
を

し
て
い
る
人
も
い
る
。

○
超
勤
を
誰
も
書
い
た
こ
と
が

な
い
。
超
勤
簿
自
体
が
見
当

た
ら
な
い
。

○
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
分
析
は
裁

判
の
よ
う
だ
。

○
夏
季
休
暇
５
日
は
、
忙
し
い

病
棟
は
取
れ
な
い
。

○
Ｐ
Ｎ
Ｓ
。
主
に
ペ
ア
で
２
人

分
の
患
者
を
看
る
た
め
、
情

報
量
が
多
く
、
超
勤
が
増
え

て
い
る
。

○
栄
養
科
で
は
超
勤
簿
を
見
た

こ
と
が
な
い
と
言
っ
て
い

る
。 

５
人
の
内
２
人
が
メ
ン

タ
ル
で
休
ん
で
い
る
。

県医労女性部第57回定期大会

　県医労女性部第57回定期大会
は、７月４日から５日の二日間、
つなぎ温泉の「ホテル紫苑」を会
場に、15支部・本部76名が参加
して開催されました。
　新年度役員には、新たに二戸支
部の○○○○さん、宮古支部の○
○○○さんを加え、全員信任され
ました。

超勤
書こうね！
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女性部

「常に心を新しく生きる」
啄木の魅力を知る

本部女性部役員
部　長　　○　○　○　○（専　従）

副部長　　○　○　○　○（中　央）

書記長　　○○○　○○○（大船渡）

委　員　　○　○　○○○（久　慈）

　　　　　○　○　○　○（二　戸）

　　　　　○○○　○　○（専　従）

　　　　　○　○　○　○（中　央）

　　　　　○　○　○○○（胆　沢）

　　　　　○　○　○○○（江　刺）

　　　　　○　○　○　○（磐　井）

　　　　　○　○　○　○（宮　古）

2014年度

　

夜
の
懇
親
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
は
、
今
年
も
県
医
労
Ｏ
Ｂ
の

ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
で
始
ま
り

ま
し
た
。
退
職
後
も
元
気
に
活

動
し
て
い
る
姿
は
、
私
た
ち
に

パ
ワ
ー
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

組
合
員
の
お
子
さ
ん
も
10
名

参
加
し
、
ビ
ン
ゴ
大
会
で
盛
り

上
が
る
な
ど
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

美
味
し
い
食
事
と
温
泉
、
解

放
さ
れ
た
雰
囲
気
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
た
交
流
会
で
し
た
。

元
気
の
源「
懇
親
会
」

表彰される中部支部の代表

　

２
日
目
の
記
念
講
演
は

ラ
ジ
オ
で
も
お
な
じ
み
啄

木
研
究
家
の
山
本
玲
子
さ

ん
が
、「
啄
木
と
音
楽
〜

も
う
一
つ
の
魅
力
〜
」
と

題
し
て
講
演
。
26
歳
と
い

う
短
い
生
涯
を
、常
に「
心

を
新
し
く
し
て
生
き
た

い
」
と
知
識
欲
に
ど
ん
欲

に
生
き
た
石
川
啄
木
の
人

柄
、
妻
・
節
子
と
の
出
会

い
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
作
家

仲
間
と
の
交
流
と
別
離
な

ど
、
啄
木
が
影
響
を
受
け

た
音
楽
を
交
え
な
が
ら
話

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
啄

木
の
影
響
を
受
け
た
と
し

て
谷
村
新
司
の
歌
「
昴
」

と
啄
木
の
文
芸
雑
誌
「
ス

バ
ル
」、「
昴
」
の
歌
詞
と

歌
集
「
悲
し
き
玩
具
」
の

類
似
点
な
ど
、
興

味
深
い
お
話
し
も

あ
り
ま
し
た
。

　

女
性
部
と
し
て

記
念
講
演
で
文
学

に
触
れ
る
の
は
初

め
て
の
試
み
で
し

た
が
、参
加
者
か
ら
は「
ふ

る
さ
と
を
再
確
認
で
き

た
」「
啄
木
の
世
界
観
を

発
見
で
き
た
」
な
ど
、
啄

木
の
魅
力
を
十
分
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
講
演
で

し
た
。

　この１年間、女性部の機関紙を発行した２支
部に、組合の教育宣伝、組織強化に大きな役割
を果たしたとして、記念品と賞状が手渡されま
した。表彰されたのは次の支部です。
　　中部支部 「しらゆり」
　　南光支部 「はこべ」 

機関紙の表彰

お母さんも私たちも「女性部」です！

懇親会の締めは
「あしたがあるさ
～女性部バージョン」講演する山本玲子さん
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看護部

　

あ
な
た
は
仕
事
を
辞

め
た
い
と
思
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
。

　
「
２
０
１
３
年
看
護

職
員
の
労
働
実
態
調

査
」
結
果
に
よ
る
と
、

「
い
つ
も
思
う
」
29
・

４
％
、「
と
き
ど
き
思

う
」
53
％
、
合
わ
せ
て

82
・
４
％
の
看
護
職
員

が「
仕
事
を
辞
め
た
い
」

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
理
由
（
複
数
回

答
）
の
ト
ッ
プ
は
、「
思
う
よ

う
に
休
み
が
取
れ
な
い
」。
次

い
で
「
人
手
不
足
で
仕
事
が
き

つ
い
」「
夜
勤
が
つ
ら
い
」「
賃

金
が
安
い
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
０
９
年
の
調
査
結
果
も
同

様
で
、
私
た
ち
の
労
働
実
態
は

５
年
経
っ
て
も
何
も
改
善
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　

昨
年
の
年
次
取
得
日
数
を
見

て
も
、
５
日
以
内
が
４
割
と

な
っ
て
お
り
、
組
合
の
要
求
で

あ
る
「
毎
月
１
日
以
上
、
年
15

日
以
上
」
に
は
遠
く
及
び
ま
せ

ん
。
年
次
有
給
休
暇
を
希
望
ど

お
り
に
取
得
す
る
た
め
に
も
、

増
員
は
切
実
で
す
。

年次有給休暇の昨年取得日数

自
由
意
見
欄
に
は
、こ
ん
な

声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

★
思
う
よ
う
に
休
暇
が
取
れ
な

い
の
は
辛
い
。

★
年
次
を
希
望
し
て
も
非
番
に

さ
れ
る
。

★
ま
と
ま
っ
た
休
み
が
欲
し
い

と
思
っ
て
も
、
シ
フ
ト
が
決

ま
っ
て
い
て
な
か
な
か
言
い

出
せ
ず
、
親
の
看
病
が
で
き

ず
、
悔
し
い
思
い
を
し
た
。

色
々
な
面
で
家
族
に
負
担
を

か
け
て
い
る
。
辞
め
た
い
、

い
つ
だ
っ
た
ら
辞
め
ら
れ
る

か
と
い
つ
も
考
え
て
い
る
。

★
夜
勤
が
辛
い
。

★
自
宅
が
あ
る
の
に
自
宅
か

ら
通
え
ず
ア
パ
ー
ト
を
借
り

た
り
、
疲
れ
が
た
ま
り
休
み

た
く
て
も
休
め
ず
、
夜
勤
を

し
て
も
手
当
は
安
く
、
一
体

何
の
た
め
に
働
い
て
い
る
の

か
。
切
な
く
な
る
。

★
過
酷
な
仕
事
な
の
に
、
賃
金

を
減
ら
さ
れ
て
働
く
意
欲
が

な
く
な
る
。

★
夜
勤
が
忙
し
く
て
全
く
休
め

な
い
。水
分
さ
え
取
れ
な
い
。人

が
働
く
労
働
環
境
で
は
な
い
。

も
う
黙
っ
て
い
ら
れ
な
い

～お知らせ～

看護指導監との懇談
　看護部会では、９月
に看護指導監との懇談
を予定しています。（日
程調整中。後日お知ら
せします。）
　指導監の考えをお聞
きしたり、日頃私たちが
感じていることなどを
伝えることができます。
　たくさん
の方の参加
をお待ちし
ています。

やめたいと思いながら
　 働いているその背景
【2013年看護職員の労働実態調査　県医労版　報告パート３】

6～10日
38.5％

1～5日
44.1％

11～15日
9.4％

16～20日
4.5％

回答なし　2.4％

0日　1.1％

人手不足で仕事がきつい

賃金が安い

思うように休暇が取れない

高度化についていけない

夜勤がつらい

仕事の達成感がない

職場の人間関係

家族に負担をかける

医療事故が不安

46.9％

33.2％

50.3％

15.7％

33.6％

27.4％

20.4％

22.3％

11.4％

0.00％ 10.00％ 20.00％ 30.00％ 40.00％ 50.00％ 60.00％
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夏
と
言
え
ば
や
っ
ぱ
り
ビ
ー

ル
で
す
。
一
関
市
に
は
地
ビ
ー

ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
い
う
イ

ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
全
国
各

地
の
地
ビ
ー
ル
が
味
わ
え
、
地

元
な
ら
で
は
の
お
つ
ま
み
も
た

く
さ
ん
出
店
し
ま
す
。
ビ
ー
ル

を
飲
む
人
も
飲
ま
な
い
人
も
楽

し
め
る
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に

来
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

磐
井
支
部　

磯
野
ワ
カ
メ

　

　

　

原
発
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

国
か
ら
の
指
示
で
避
難
し
て
い

る
人
の
他
に
も
「
自
主
避
難
」

と
い
う
形
を
取
っ
て
い
る
人
達

が
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

原
発
の
安
全
性
ば
か
り
を
強
調

す
る
政
府
に
不
信
感
す
ら
覚
え

ま
す
。
今
こ
そ
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
が
必
要
だ
。

南
光
支
部　

ひ
つ
じ

　

　

　

あ
る
真
夏
日
の
土
曜
午
後
の

こ
と
。
姉
弟
ケ
ン
カ
に
な
り
、

姉
に
「
出
て
い
け
!!
」
と
言
わ

　

夏
の
風
物
詩
と

言
っ
た
ら
皆
さ
ん

は
何
を
想
像
す
る

だ
ろ
う
か
。
私
は

花
火
が
頭
に
浮
か

ぶ
。
夜
空
に
様
々

な
色
や
形
の
花
火

が
大
き
な
音
と
共

に
打
ち
上
が
り
、
あ
っ
と
い
う

間
に
消
え
て
い
く
。
い
つ
ま
で

も
見
て
い
た
い
の
に
一
瞬
で
終

わ
っ
て
し
ま
う
儚
さ
が
ま
た
見

た
い
と
思
わ
せ
、
連
想
す
る
理

由
な
の
か
も
し
れ
な
い
▼
日
本

で
現
在
の
よ
う
な
花
火
が
始

ま
っ
た
の
は
江
戸
時
代
。
徳
川

吉
宗
が
将
軍
だ
っ
た
頃
、
関
西

方
面
を
中
心
に
飢
饉
や
コ
レ
ラ

で
の
死
者
が
多
く
、
こ
の
死
者

の
慰
霊
と
悪
霊
退
散
を
祈
り
、

隅
田
川
で
の
水
神
祭
り
に
合
わ

せ
、
大
花
火
を
披
露
し
た
こ
と

が
始
ま
り
と
さ
れ
る
▼
７
・
８

月
は
全
国
各
地
で
花
火
大
会
が

行
わ
れ
て
い
る
。８
月
１
日
は
、

れ
た
年
長
の
弟
は
、
な
ぜ
か
保

育
園
の
お
昼
寝
布
団
を
持
っ
て

家
出
。
公
園
の
日
陰
で
布
団
を

敷
き
昼
寝
し
て
ま
し
た
。

中
央
支
部　

探
し
た
ん
だ
ぞ
!!

　

　

　

毎
日
残
業
で
す
。
５
月
は
超

勤
70
時
間
超
え
も
数
名
発
生
。

７
月
は
９
回
ま
た
は
10
回
夜
勤

の
可
能
性
を
ほ
の
め
か
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
状
況
下
、
病
休

も
発
生
し
て
ま
す
。
何
の
た
め

に
働
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
退
職
願
望
が
強
ま
る
ば
か

り
で
す
。

千
厩
支
部　

ほ
た
る
の
母

　

う
ち
の
猫
、
帰
る
と
い
つ
も

三
つ
指
つ
い
て
出
迎
え
て
く
れ

ま
す
。
た
だ
い
ま
と
声
を
掛
け

て
も
返
事
を
し
て
く
れ
ま
せ
ん

が
…
。
癒
さ
れ
ま
す
。

中
央
支
部　

猫
元
気

花
火
の
日
に
も
な
っ
て
い
る
。

花
火
大
会
で
は
、
会
場
に
人
が

溢
れ
、
桟
敷
席
で
な
け
れ
ば
狭

い
場
所
で
の
観
覧
に
な
る
こ
と

が
多
い
▼
震
災
前
の
陸
前
高
田

の
花
火
大
会
は
、
あ
の
高
田
松

原
の
海
岸
沿
い
が
す
べ
て
観
覧

席
だ
っ
た
。
ゆ
っ
た
り
と
花
火

を
見
る
こ
と
が
で
き
、
花
火
の

合
間
に
は
波
の
音
も
聞
こ
え
て

き
た
。あ
の
松
原
は
今
は
な
い
。

８
月
11
日
、
東
北
の
太
平
洋
沿

岸
で
は
、
追
悼
と
復
興
の
祈
り

を
込
め
た
花
火
を
打
ち
上
げ
る

イ
ベ
ン
ト
（
Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ　

Ｕ

Ｐ　

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
）
が
行
わ

れ
る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
今

年
で
３
年
目
。
岩
手
で
は
、
野

田
村
・
宮
古
市
田
老
・
大
槌
町
・

釜
石
市
唐
丹
・
大
船
渡
市
越
喜

来
・
陸
前
高
田
市
の
６
つ
が
会

場
と
な
っ
て
い
る
▼
震
災
か
ら

３
年
５
ヶ
月
。
現
在
の
沿
岸
の

状
況
と
花
火
を
見
て
、
復
興
を

願
い
た
い
。　
　
　
　
　
（
ひ
）

５
月
号
パ
ズ
ル

６
月
号
パ
ズ
ル

　

6
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
29
名
の
応

募
が
あ
り
、
28
名
の
方
が
正

解
で
し
た
。
厳
正
な
る
抽
選

の
結
果
、
次
の
10
名
が
当
選

さ
れ
ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー

ド
を
贈
り
ま
す
。

■
6
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

ぽ
っ
く
ん
、
鼻
曲
が
り
土
偶

（
以
上
、
久
慈
支
部
）、
越
冬
カ

メ
虫（
一
戸
支
部
）、
み
っ
ち
ぃ
、

○
○
○
○（
以
上
、中
央
支
部
）、

ト
リ
ス
ハ
イ
ボ
ー
ル（
中
部
支

部
）、
ベ
ガ
、
磯
野
ワ
カ
メ（
以

上
、
磐
井
支
部
）、
サ
ッ
カ
ー

お
っ
か
け
マ
マ
、
魚
肉
ソ
ー

セ
ー
ジ（
以
上
、
南
光
支
部
）



８月の予定
２日（土）～３日（日）
 第60回日本母親大会 in 神奈川（横浜市）
６日（水）～10日（日）
 岩手平和美術展（マリオス）
20日（水） 支部長会議（水産会館）
23日（土）～24日（日） 
 県医労女性部バスツアー（秋田県・大曲）
29日（金）～31日（日） 
  みちのくアクト in 山形
30日（土）～31日（日） 
 岩手医労連定期大会
 （30日夜に岩手医労連60周年レセプション）

2014年度 共済推進対策会議2014年度 共済推進対策会議
2014年9月28日㈰ 13:30から

29日㈪ 12:00まで
2014年9月28日㈰ 13:30から

29日㈪ 12:00まで

○組織拡大担当者
○共済実務担当者
○組織拡大担当者
○共済実務担当者

会場：東京ベイ
　　　　舞浜クラブリゾート
会場：東京ベイ
　　　　舞浜クラブリゾート

９月の予定

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11―

１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

８
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

３日（水）～４日（木）
 看護要求実現全国交流集会（熱海）
６日（土） いわて労連定期大会（盛岡市総合福祉センター）
13日（土） いのちと健康を守る岩手県センター結成総会（水産会館）
18日（木）～19日（金） 
 フレッシュセミナー（ホテル森の風鶯宿）
20日（土）～21日（日） 
 いのちと健康を守る東北セミナー in 青森（浅虫温泉）
23日（火・祝） 支部長会議（県民会館）
25日（木）～27日（土） 
 中央社会保障学校 in 花巻（ホテル花巻）
28日（日）～29日（月） 
 医労連共済推進全国交流集会（浦安市）


